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Na 核の四重極モーメント Q=0.1 x10 - 24cm2 とすると，四重極結合定数より (0.0 ， 1) と (1 ， 1, 1 )位

















いて測定に成功した。この種の実験を NaCl-Br , NaCl-1, NaBr-Cl , Na 1 -Cl のすべてについて行い，
系統的の変化を測定した。一方，これらの結晶中の歪およびそれによる電場勾配は，ある仮定の下で
理論的に計算することが出来る。多木君は，この計算を上のすべての場合について行い，実験と比較
することによって歪および電場勾配についての興味ある知見を得ている。
本研究は，二重共鳴という新しい測定技術を用いてアルカリ・ハライドの物性に基礎的な貢献をも
たらしたものとして，学位論文として価値あるものと認められる。
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